
1. APIA の成立まで

APIA  (Asia Pacific Internet Association)

199 ジ|ﾓ のINET'95 が 開 か れ た ハ ワ イ で ア ジ ア 尨 ヽI'-iT-地 域 の| 嵋|｣

プ ロ バ イ ダ ー が 叭 ま り 、 ΛPN( 凵198 ペ ー ジ 参 照) の Ｃｏｍｌｌｌｃrci;､I

W(; を 別 絹 織 に し よ う と い う 提 案 が 生 ま れ た　 ぼ)6 年 匚 は 、 こ の

動 き を 顕flﾓ 化 し て 、 ＡＰＮ(; か ら 積 仙 的 に 分 離 し て 川 人:す る 商 川 イ

ン タ ー ネ ッ ト と 、 そ れ を 利J11 す る イ ン タ ー ネ ッ ト ビ ジ ネ ス の た

め の 組 織 を 作 ろ う と す る 意 志 が 関 係 行 の､ 謡 し 介 い の 巾 で| 占|ま 、j

だ　F. な メ ン バ ー は 、 韓 国 の ジ ン ホ ・ ハ ー 、 マ レ ー シ ア の ト ミ

ー 一千.1 ごン 、 シ ン ガ ポ ー ル の バ リ ー ・ グ リ ー ン 、 香 港 の ピ ン タ

ー ・ ウ 才 ン 、 Λ|) Ｎ 】Ｃ の デ ビ ッ ド ・ コ ン ラ ッ ド 、 そ れ に|| 本 の 鳥

僑 徹 で あ る　 第11111 の ΛPRICOT L｣ 丶siaPadic l 祕 凶) ｎ;1囗1 山 ヽriu･I

Conl't ｎヽ ｎヽｃtヽ ｏｎ Ｏｐｅr;Ｕｉｏｌｌｉ Ｔｅｃｈｎｏｌｏμicｓ) が1996 年 凵1 に シ ン ガ

ポ ー ル で 開 か れ 、 そ の 折 り に|･. 記 の 人 々 が 集 ま･J て 相､ 淡 し た

商llj の イ ン タ ー ネ ッ ト の 組 織 で あ る(コ Ｘ( Ｃｏｍ ｍｅｌ･cial lnlcrllt ヽI

E ｘcl 川 以ｃ Λｓsocialioll) が 、 あ ま り に 米 国 中 心jﾓ 義 で あ り 、 ア ジ

ア ハ ず 汀:地 域 の 声 を 反 映 す る に111 応 し く な い 、 ア ジ アi{ 体 の イ

ン タ ー 鈩 川 ヽビ ジ ネ ス 川 体 を ヽ1,1ちll げ て ヨ ー ロ ッ パ し もIlf-l心 し

て|||尸県 に 声 のJII; く 団 体 で あ る べ き だ と い う 議 論 を 続 け た　 習.

1997 年 凵｣ 、 第 出･IIの ΛPRICO  T が 香 港 で 開 か れ た が 、 こ の 時 も 関

係 斟ﾉ) 会 介 を 持 ９ て 議 論 を 継 続 し 、5Jj に は Λ 円 Ａ( Λｓia P;lciri( ヽ

llltｃrlf に 丶ｓs,)ci汕 ｏｎ) を 発 足 さ せ て セ イ シ ェ ル に ひ 記 す る 非 営

利 の 会 社 に す る こ と を 決 め た　I1 11 年5Jj に ΛPI Λ はII{ 式 に 発 足 し 、

初 代 の 議 長 に ／ 諱jl 佃} 代 表 的 な プ ロ バ イ ダ ー で あ る| ネ､ 川 ヽの ジ

ン ホ ・ ハ ー が 就 任 し た　I｣1 ‘･務J ‥jは 肖 而 シ ン ガ ポ ー ル に161: き 、･卜

務 川 長 を ラ イ ナ ・ グ リ ー ン(Gi'tlTfl:) に 委､ 旡 し た

図Ｉ　APIA の ホー ムペ ージ

hUp://www.apia.org/

2. APIA の活動

AP 】Λは、 ア ジア 尨ヽ|町T亅th域に おけ る雌 初の イン ター ネット ビ

ジ ネ スに 関 す る 竚 裘卩|休で あ る　nlhy メン バ ー に は 、Ｉネッ ト

叫 中|) 、ホ ンコ ンテ レ コ ム、ＮＴＴ、 シ スコ シ ステ ム ズ、 アセ ン

ド コ ミュニ ケー ショ ン ズに 加え て サ ンマ イ クロ シ ステ ム ズが あ

り 、 一般 会口 に は 日 本 イン タ ー ネ ット|嶌会 を は じめ 、30 の 歙 裘

お よび 個 人をａ んで い る

1997 年の 活動(ﾉ川ﾓ な'Jll瑣 を 挙げ る と、次 の とお りで あ る

（1 ）インターネット基盤の財政に関する問題

ITｕ（国際電気通信辿rｎ　と連携して、インターネ･川 のヽ国際

川線費川の分川が小合J111であることを議論してきた　代衣的な

､Qふり ）保有矜とのパネルディスカッションを糾織するなど、ア

ジア人字洋地域をi=.とするインターネットサービスプロバイダ

ーの権益をiﾓ張した

(２) イ ン タ ー ネ ッ ト 管 理 体 制 に 関 す る 問 題

ＭＴＬ】)Ａ……|･)1T6ﾉ)グ ル ー プ が 祁 進 す る 過IIltに･'･lち 会 い 、 ド メ イ ン

名 の 空 間 が 拡 人 す る 巾 で 、 い か に14j 標 権 と の 紛 争 を 解 決 す る か

を 、WIPO 　( 匪I県 知 的 財､桝 制 斟 の 会 議 な ど に 参 加 し 、 意 兇､I;=を

捉 出　 米 国 政 府 の ア イラ ・ マ ガ ジ ナ ー と 面 談 し 、 彼 を ΛPRICO  T

の 会 議 にJ 昌 亂 蔬演 行 と し て 招 待 し‥ 瓦 詬 り場 所 を 設 定 し た

（３）電子商取引に関する問題

APEC ，PECC などの会議に出席して、アジア太ヽ|町T地域の電

f･商収引に関する意兒を述べ、ΛPRICO  Tでもセッションを卜.催

必要な議､畠を継続的に発艇させている

19 闘 年2 川 マ ニ ラ で 第 凵III総 会 を 開 き 、 新 理･｣ll会 の 選 挙 を 行

い 、 新 た に ＮＴＴ か ら の 川･｣1 が 当 選 し た　 ｏｃＮＩμ･裘 部 の 前 川 祐n

j'･で あ る　 鳥 橋 毆 も 引 き 続 きJ:'|りJfを 務 め る　 ア ジ ア の 経 済 訓'1'j1

が 忠 化 し て い る 巾 で の ΛP1｡｡､丶ぴ>iixi‘J･･力凵;､‘.I,:し い も の が あ る が 、 こ と

こ れ|ll:舁 最 人 の 巾 場 と な る で あ ろ う イ ン タ ー ネ ッ ト の 、 商 川 に

お け る 兒 艇 を リ ー ド す る 組 織 と し て 、 ……丶I)I｡｡･丶4よま す ます そ の 佃 堤

性 を 濃 く す る こ と に な る だ ろ う

(鳥橋 徹・||本インターネット|嶌会会長)

１９９ イン ターネット白書'98  <
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